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令和２年度 北海道震災建築物応急危険度判定

士認定講習 技術編 

 

 

スライド 2 

 

 

・応急危険度判定調査の概要について、説明し

ていきたいと思います。 

 

 

スライド 3 

・応 急 ： 暫定的 ＋ 緊急

1.2 用語の定義

第１章 応急危険度判定調査の概要 Ｐ．１

→ 詳細調査で結果が変わる可能性ある

・危険度 ： 構造躯体や落下危険物・転倒危険物
による危険の度合い

→ 「危険」 「要注意」 「調査済」の３段階

 

 

・まず用語の定義についてです。似たような単

語がでてきますが、ここでいう「応急」とは暫

定的かつ緊急という意味です。 

・応急危険度判定は、人命にかかわる２次被害

を防ぐために暫定的に実施したものであって、

恒久的な建物の健全度の調査ではありません。 

・詳細な調査により結果が変わる可能性がある

前提で、まずは、緊急に、住んでいる方や周囲

の方などに、建物の危険性を情報提供するとい

う調査になります。 

・「危険度」というのは、最終的な、構造躯体

や落下危険物、転倒危険物による危険の度合い

を示すもので、「危険」、「要注意」、「調査

済み」の３段階で表示します。 
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・被災度 ： 部材、部位の破壊、変形の程度

1.2 用語の定義

→ 「Ａ｣ ｢Ｂ」 「Ｃ」 の３つのランク

応急危険度判定ではⅢ以上を対象

・損傷度 ： ＲＣ及びＳＲＣ造の構造部材の破壊程度

→ 損傷度Ⅰ～Ⅴの５段階

※ 損傷度の詳細は、ＲＣ及びＳＲＣ造で解説

第１章 応急危険度判定調査の概要 Ｐ．１

 

 

・似た用語で、「被災度」や「損傷度」という

ものが出てきますが、被災度とは、各部材や部

位の破壊、変形の程度の判定で、Ａ、Ｂ、Ｃの

３段階で評価するものです。 

・また、損傷度は、ＲＣ、ＳＲＣ造の構造部材

の破壊程度を判定して、１～５の５段階で評価

するものです。 

・最終結果の「危険度」は、これらの、「被災

度」や「損傷度」を総合判定して決定すること

になります。 
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・それぞれの構造形式に分けて、具体的な調査

の方法について説明していきます。 

・応急危険度判定の調査では木造、ＲＣ造、鉄

骨造、それぞれの構造形式ごとに調査票を使い

分けています。 

・木造の調査方法から説明させていただきま

す。 
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①整理番号、建築物概要等の記載

2.1 応急危険度判定の流れ

②調査

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．３

③総合判定

１ 一見して危険か

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び
構造躯体に関する危険度

該当する

該当しない

(総合判定：危険)

３ 落下危険物・転倒危険物に
関する危険度

（判定）

（判定）

（危険度の高い方）

 

 

・判定の考え方は、木造、ＲＣ造、鉄骨造（以

下３構造）ともに共通です。 

・全体的な流れがこちらです。 

・①整理番号、建築物概要等の記載。 

②調査。 

③総合判定。 

の順に実施して、終了となります。 

・②調査が一番細かい部分で、この②の調査を

３段階に分けて行います。 

・「１ 一見して危険か否か」。一見して危険

な場合は、この段階で調査終了です。 

・「２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体

に関する危険度」の調査。 

・「３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険

度」の調査。（いわゆる非構造部材）。 

・それら３つの調査の結果から、③総合判定

で、「危険」「要注意」「調査済」のいずれか

に判定します。 

・①整理番号、建築物概要等の記載部分。全部

で６項目について、調査票見ながら説明してい

きたいと思います。 
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整理番号 調査日時 月 日 午前・午後 時 調査回数 回目 整理番号

調査者氏名（都道府県／No） （ ／ ）
（ ／ ）

木造建築物の応急危険度判定調査表
集計欄は数字で記入

建築物概要
１ 建築物名称 1.1建築物番号 建築物番号

２ 建築物所在地 2.1住宅地図整理番号

３ 建築物用途 1.戸建て専用住宅 2.長屋住宅 3.共同住宅 4.併用住宅 5.店舗 6.事務所 住宅地図整理番号

7.旅館・ホテル 8.庁舎等公共施設 9.病院・診療所 10.保育所 11.工場

12.倉庫 13.学校 14.体育館 15.劇場、遊戯場等 16.その他（ ）

４ 構造形式 1.在来軸組構法 2.枠組（壁）工法（ツーバイフォー）3.プレファブ4.その他（ ）

５ 階 数 1. 平屋 2. ２階建て 3. その他（ ）

６ 建築物規模 １階寸法 約 m  × m

４

３

ア イ
ア

イ m
m

木

整理番号等、建築物概要の記入

階５

・整理番号等、建築物概要の記入は全構造共通

・「4構造形式」の選択肢は構造ごとに異なる
 

 

（記入方法は、３構造ともに共通です。） 

・実際に使用する調査票の上半分部分となりま

す。 

・調査の際には、建物１件ごとに、この調査票

に記入していきます。 

・記載する内容について確認していきます。 
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第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．３

①整理番号：実施本部の指示による

2.2 整理番号等の記入

②調査日時：調査開始の日時(時刻単位、分を省略)

③調査回数：２回目以降の場合、その調査回数

④調査者氏名：調査者の氏名と都道府県、認定番号

整理番号 調査日時 月 日 午前・午後 時 調査回数 回目

調査者氏名（都道府県／No） （ ／ ）
（ ／ ）

木造建築物の応急危険度判定調査表

Ｗ－４－１ ８ ３ １
北海太郎

北海二郎

北海道

北海道
000173

000174

① ② ③

④

 

 

（記入方法は、３構造ともに共通です。） 

・上から、整理番号は実施本部から指示されま

す。 

・調査日時を記載し、調査回数は２回目以降で

あればその調査回数を記載します。 

・調査者氏名欄は、氏名、都道府県名及び認定

番号を記載します。 
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建築物概要
１ 建築物名称 1.1建築物番号
２ 建築物所在地 2.1住宅地図整理番号

○○ ××

××市○○区4-5-6
１７－５２

Ｃ－７

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．３

①建築物名称：住宅地図に記載された特定しやすい
名称を記入

2.3 建築物概要の記入

②建築物番号：指示のあった番号を記入。ない場合
は地図の住居番号等を記入

③建築物所在地 ：建物の所在地を記入

④住宅地図整理番号：住宅地図等の番号を記入

① ②

③ ④

 

 

（記入方法は、３構造ともに共通です。） 

・次に建築物概要を記入します。 

・建築物名称は住宅地図に記載された特定しや

すい名称で記入します。 

・建築物番号は実施本部で指示しますので、指

示があった番号を記入してください。 

・所在地を記載し、住宅地図整理番号欄に、住

宅地図等の番号を記入してください。 

・概要部分の記載内容は実施本部からの指示に

よってください。 
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第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．４

2.3 建築物概要の記入

⑤建築物用途
・該当する建物用途の番号に○印
・該当しない場合は、「その他（ ）」に記入
・複合用途の場合は、主たる用途を記入

２ 建築物所在地 2.1住宅地図整理番号

３ 建築物用途 1.戸建て専用住宅 2.長屋住宅 3.共同住宅 4.併用住宅 5.店舗 6.事務所

7.旅館・ホテル 8.庁舎等公共施設 9.病院・診療所 10.保育所 11.工場

12.倉庫 13.学校 14.体育館 15.劇場、遊戯場等 16.その他（ ）

建築物概要

 

 

（記入方法は、３構造ともに共通です。） 

・建築物の用途については、該当する用途の番

号を○で囲みます。 

・複合用途の場合は、メインの用途で記載して

ください。 

・番号に当てはまらない場合や、迷った場合は

１６その他に記載してください。 
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⑥構造形式
・特定できない場合は「在来軸組構法」とする
・プレファブ工法や枠組壁工法、社寺等の伝統工
法の場合、工法上の差異を考慮し調査判定

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．４

2.3 建築物概要の記入

４ 構造形式 1.在来軸組構法 2.枠組（壁）工法（ツーバイフォー）3.プレファブ4.その他（ ）

５ 階 数 1. 平屋 2. ２階建て 3. その他（ ）

６ 建築物規模 １階寸法 約 m  × m

４

ア イ
ア

イ m
m

１

２
８ ８９

９

階５

⑥

 

 

・構造形式について、在来工法、枠組工法、プ

レファブ等を記載します。 

・見た目で工法が特定できないような時は「在

来工法」に丸をしてください。 
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第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．４

⑦階数
・被災前の階数を選択
・倒壊で階数が不明の場合、地下の階数が不明の
場合、集計欄には「２？」のように？を付けて記入

2.3 建築物概要の記入

４ 構造形式 1.在来軸組構法 2.枠組（壁）工法（ツーバイフォー）3.プレファブ4.その他（ ）

５ 階 数 1. 平屋 2. ２階建て 3. その他（ ）

６ 建築物規模 １階寸法 約 m  × m

４

ア イ
ア

イ m
m

１

２
８ ８９

９

階５⑦

 

 

（記入方法は、３構造ともに共通です。） 

・階数については、被災前の階数を記入してく

ださい。 
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⑧建築物規模
・１階の寸法を歩測、又は目測で推定して記入
・間口方向を ア、奥行き方向を イに記入

外接する矩形

建築物

ア

イ

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．４

2.3 建築物概要の記入

４ 構造形式 1.在来軸組構法 2.枠組（壁）工法（ツーバイフォー）3.プレファブ4.その他（ ）

５ 階 数 1. 平屋 2. ２階建て 3. その他（ ）

６ 建築物規模 １階寸法 約 m  × m

４

ア イ
ア

イ m
m

１

２
８ ８９

９

階５

⑧

・倒壊で形がわからない場合、
欄に×印を記入
・不整形の場合、外接する矩形
を推定し記入

 

 

（記入方法は、３構造ともに共通です。） 

・建築物の規模は、歩測したり、パネル割や目

地割などから推定して記入します。 

・危険性がない場合は、コンベックスで計測す

ることもあります。 

・形がわからないほど倒壊している時は“×”

を、不成形の場合は外接する矩形を推定して記

入します。 
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調査 調査方法：（1.外観調査のみ実施 2.内観調査も併せて実施）
１ 一見して危険と判定される。 （該当する場合は○を付けて危険と判定し調査を終了し総合判定へ）

1.建築物全体又は一部の崩壊・落階 2.基礎の著しい破壊、上部構造の著しいずれ
3.建築物全体又は一部の著しい傾斜 4.その他（ ）

調査方法

１

調査方法の記入、１ 一見して危険の判定

→ 全構造共通の記入方法、考え方

 

 

（記入方法は、３構造とも共通です。） 

・調査票中段の「調査の部分」について説明し

ます。 

・調査の内容は３段階に分かれていますが、ま

ず、調査方法について記載します。 
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第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．４

全ての建築物で外観調査を実施

2.4 調査方法の記入

「調査済」 → 内観調査も実施

「要注意」 → 必要に応じて内観調査

「危険」 → 内観調査の必要なし

(

判
定)

※ 過去の判定は、外観調査のみ実施が多い
実施本部が指示する調査方法を記載

調査 調査方法：（1.外観調査のみ実施 2.内観調査も併せて実施）

 

 

（記入方法は、３構造とも共通です。） 

・調査方法についてですが、基本的に外観調査

は、すべての対象建築物について行います。 

・この時、後程説明する、２．隣接建築物・周

辺地盤等及び構造躯体に関する危険度について

の項目が、「危険」と判定できる場合は、内観

調査を実施する必要はありません。 

・「要注意」又は「調査済」（損傷が少ない）

と判定される場合は、必要に応じて内観調査を

行います。 

・実際に中まで調査すると時間がかかるのと危

険が伴うため、内部調査を行うか否かは、実施

本部が決定します。 

・過去のほとんどの場合、外観調査しか行って

いないのが実態です。 
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第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．４

内観調査の方法

a) 使用者や所有者の承諾を得て実施

b) 使用者からのヒアリングによってもよい

 

 

（判定方法は、３構造とも共通です。） 

・また、仮に、内観調査を実施する場合は、必

ず所有者の承諾を得て実施してください。 

・無理に実施する必要はなく、場合によっては

使用者からのヒアリングによる調査でも構いま

せん。 
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第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．５

・建物の全壊、落階、崖や地盤の崩壊など、明らか
に危険と判断される建物は、総合判定を「危険」と
する。

2.5 一見して危険と判定される場合

→ 判定ステッカー貼付、調査終了

１ 一見して危険と判定される。 （該当する場合は○を付けて危険と判定し調査を終了し総合判定へ）

1.建築物全体又は一部の崩壊・落階 2.基礎の著しい破壊、上部構造の著しいずれ
3.建築物全体又は一部の著しい傾斜 4.その他（ ）

 

 

（判定方法は、３構造とも共通です。） 

・調査項目の一つ目、「一見して危険と判定さ

れる」についての説明です。 

・明らかに危険と判断される建物は、総合判定

を「危険」とします。 

・判定ステッカーを貼付して調査終了となりま

す。 
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「2.基礎の崩壊」

「3.著しい傾斜」

「4.その他」

「1.崩壊 ・ 落階」
：全壊もしくは著しい構造的被害、落階の場合

：基礎や杭の著しい破損が見られる場合

：傾斜が顕著で、今にも倒壊しそうな場合

：背後に崩壊しそうな崖や斜面がある場合

敷地地盤が崩壊する危険性がある場合

選択肢の内容

 

 

（判定方法は、３構造とも共通です。） 

・一見して危険と判定する際には、４つの項目

のどれに該当するか選択します。 

・全壊もしくは著しい構造的被害、落階の場合

は「１崩壊・落階」を選択、基礎や杭の著しい

破損が見られる場合は「２基礎の崩落」を、傾

斜が顕著で、今にも倒壊しそうな場合は「３著

しい傾斜」、その他、背後に崩壊しそうな崖や

斜面がある場合や、敷地地盤が崩壊する危険性

がある場合は「４その他」を選択してくださ

い。 
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著しい構造的被害

 

 

・「１崩壊」の例です。著しい構造的被害にな

ります。 
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低層階の崩壊

 

 

・低層階の崩壊の例です。 

・１～４の各項目のいずれかで「一見して危

険」と思われる場合は、他の部分が健常であっ

ても「一見して危険」と判定します。 

・このように「一見して危険」と判断されれ

ば、以降の調査２、調査３を実施する必要がな

く、総合判定を「危険」とし、赤の判定ステッ

カーを張り付けて調査は終了となります。 
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２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度

判定

①

②

③

④

⑤

⑥

①隣接建築物・周辺地盤の破壊
による危険

ＣランクＢランクＡランク

１．危険無し ２．不明確

１．調査済み
全部Ａランクの場合（要
内観調査）

２．要注意
Ｂランクの１以上ある場
合

３．危険
Ｃランクの１以上ある場
合

３．危険あり

②構造体の不同沈下

③基礎の被害

１．１／60以下 ２．1／60～1／20 ３．1／20超④建築物の１階の傾斜

⑤壁の被害

⑥腐食・蟻害の有無

危険度の判定

１．無し又は軽微 ２．著しい床、屋根の落ち込
み、浮き上がり

３．小屋組の破壊、床全体の
沈下

１．無被害 ２．部分的 ３．著しい（破壊あり）

１．軽微なひび割れ ２．大きな亀裂、剥落 ３．落下の危険有り

１．ほとんど無し ２．一部の断面欠損 ３．著しい断面欠損

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する
危険度の判定

※ ①隣接建築物・周辺地盤の破壊による危険
は全構造共通の考え方

 

 

・「調査の項目２」の部分を説明します。 

・先ほどの判定で、一見して危険と判断できな

い場合は、こちらを調査していきます。 

・項目２は①～⑥の６項目で構成され、危険度

の低いものからＡ、Ｂ、Ｃと、ランクをつけま

す。 

・一番危険度が高い場合はＣランクを付け、こ

こで一項目でもＣランクの判定がでた場合は、

危険度の判定は「危険(赤)」の判定がされま

す。 

・①の項目を説明します。 

スライド 22 

a)隣接建物が傾いて敷地に倒れ込む危険がある
場合 →Ｃランク

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．５

調査建物のある敷地の危険性について判定

2.6 隣接建築物・周辺地盤の破壊による危険

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度

①隣接建築物・周辺地盤の破壊
による危険

ＣランクＢランクＡランク

１．危険無し ２．不明確 ３．危険あり

c)危険性が不明な場合 →Ｂランク

b)隣接斜面や崖が崩壊していて、敷地に影響を
及ぼす危険がある場合 →Ｃランク

 

 

（判定方法は、３構造とも共通です。） 

・①隣接建築物・周辺地盤の破壊による危険の

項目は木造、ＲＣ造など、全項目共通の考え方

です。 

・隣接する建物が傾いて倒れこむ危険性がある

場合。 

・隣接する斜面やがけ等が崩壊して敷地に危険

が及ぶ恐れがある場合、これらはＣランクとし

ます。 

・危険がなければＡランク、危険の程度がわか

らない場合はＢランクとします。 



スライド 23 

隣接する建物の傾斜

 

 

・Ｃランク判定の写真です。隣接する建物が傾

いて倒れこむ危険性がある場合になります。 

 

 

 

スライド 24 

斜面地の崩壊

 

 

・隣接する斜面やがけ等が崩壊して敷地に危険

が及ぶ恐れがある場合、これらはＣランクとし

ます。 

・ここまでひどい状態であれば、一見して危険

と判断して良いと思います。 

・どちらで判定しても、結果は、同じ「危険

（赤判定）」になります。 

スライド 25 

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．６

・地盤の沈下や構造躯体の損傷による床の浮き上
がりや小屋組の変形状況を判定

2.7 構造躯体の不同沈下

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度

ＣランクＢランクＡランク

②構造体の不同沈下 １．無し又は軽微 ２．著しい床、屋根の落ち込
み、浮き上がり

３．小屋組の破壊、床全体の
沈下

 

 

・②構造体の不同沈下について判定します。 

・この項目では、地盤の沈下や構造躯体の損傷

による床の浮き上がりや小屋組みの変形状況に

ついて判定します。 

 

 

 



スライド 26 

原因は、地盤障害に限定しない

建物一部が
不同沈下

建物全体が
不同沈下

上下方向に
変形

○木造建築物の不同沈下の考え方

地 盤地盤+構造躯体 構造躯体

→ ②構造体の不同沈下の判定

 

 

・不同沈下の考え方を、模式図で説明します。 

・木造の場合、左の図のような、建物の一部沈

下も、不同沈下の項目で判定しています。ＲＣ

造やＳ造の場合は、この状態であれば、構造躯

体の損傷という項目で判定します。 

・真ん中の図は、建物全体が不同沈下している

ケースです。 

・右は、地盤に異常はないが、小屋組みに上下

方向での変形がみられるケースで、木造の場合

は、小屋組みの破壊も、「②不同沈下」の項目

で判定します。 

・被害の状況によって、ＡＢＣのランクを判断

してください。 

スライド 27 

建物の不同沈下（Ｂランク）

 

 

・不同沈下について写真で説明します。 

・わかりにくいですが、中央部分の床や屋根

が、やや落ち込んでいます。 

・完全には破壊されておらず、基礎周りや窓端

部に亀裂が発生しています。 

・この状況であれば、著しい床、屋根の落ち込

みがあると判断して、Ｂランクで判定します。 

スライド 28 

建物の不同沈下（Ｃランク）

 

 

・この写真では右側の床が沈下し、小屋組みも

ゆがんでいます。 

・この状況であれば、「小屋組の破壊、床全体

の沈下」があると判断して、Ｃランクと判定し

ます。 

 

 

 



スライド 29 

Ａランク：ヘアクラック程度

Ｂランク：モルタルの剥離など基礎の部分的な破損
Ｃランク：ひび割れが多数発生し損傷が著しい

土台との接合が著しく損傷

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．６

・基礎の被害状況や土台との接合状況などを総合
的に観察して判定

2.8 基礎の被害

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度

ＣランクＢランクＡランク

③基礎の被害 １．無被害 ２．部分的 ３．著しい（破壊あり）

 

 

・③基礎の被害についての判定方法について説

明します。 

・基礎の被害は、被害の状況や土台との接合状

況などを総合的に観察して判定します。 

・ヘアクラック程度であればＡランク、 

・モルタルのはく離、基礎の部分的な破損がみ

られる場合はＢランク、 

・ひび割れが多数発生し、損傷が著しい場合、

土台との接合が著しく損傷している場合はＣ判

定となります。 

スライド 30 

基礎の亀裂（Ｂランク）

 

 

・Ｂランクとは、モルタルの剥離など基礎の部

分的な破損の場合なので、この写真の場合は、

基礎の部分的な破損としてＢランクとなりま

す。 

 

 

 

スライド 31 

基礎の破断（Ｃランク）

 

 

・Ｃランクとは、ひび割れが多数発生し損傷が

著しい場合土台との接合が著しく損傷している

場合なので、この写真はＣランクと判定したも

のです。 

・このように、基礎と土台との接合が著しく損

傷している場合などは、Ｃランクと判定しま

す。 

 

 



スライド 32 

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．７

・１階部分の階高に対する横ずれの比から傾斜の
度合いを求めて判定

2.9 建築物の１階の傾斜

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度

ＣランクＢランクＡランク

１．１／60以下 ２．1／60～1／20 ３．1／20超④建築物の１階の傾斜

 

 

・地震後の残留変形角（建物の傾斜）は、地震

時の最大変形角の半分とされています。 

・実験や地震被害の調査から、1/30（調査時

1/60）までは軽微、1/10（調査時1/20）を超え

ると倒壊の恐れがあると考えられます。 

・④建築物の１階の傾斜についての判定方法で

す。 

・木造の場合、建築物の１階部分について、傾

斜の度合いを算出します。 

・ＲＣ造やＳ造の場合は、傾斜の判定方法が木

造とは異なりますのでご注意ください。 

スライド 33 

下げ振りの長さ ｈ＝600mm
水平変位 ｄ＝15mm の時

○傾斜の計算例
水平変位量ｄ

柱又は壁の鉛直方向の高さｈ
傾斜の度合い＝

ｄ／ｈ＝ 15mm／600mm
＝ 1.5／60 となる

判定はＢランク (1/60～1/20)

下げ振りの長さ ｈ= 600mmの場合

Ａランク Ｂランク Ｃランク

ｄ≦10mm 10mm＜ｄ≦30mm ｄ＞30mm

梁材

柱材
h

d

下げ振り

 

 

・傾斜の測定方法ですが、傾斜の度合いは、下

げ振りを使って測定します。 

・図のとおり、高さに対する、水平変位を測定

して算定します。 

・判定用紙に範囲は記載されていますが、傾斜

度の値が1/60～1/20の時は、Ｂランク、１/20

を超える場合はＣランクと判定します。 

 

 

 

スライド 34 

・調査時の傾斜は小さいが、内外装材や窓の建具
の損傷状況から地震時の建築物の傾斜が大き
かったと予測される場合には、被害ランクに反映

○傾斜の予測

Ｂランク：建具に歪み、またはガラスにひび割れが
ある場合

Ｃランク：建具が外れたり、ガラスが割れ落ちてい
る場合

 

 

・注意事項としては、調査判定時の傾斜が小さ

くても、振れもどりをして傾斜が小さくなって

いることも考えられるため、内装や外装の損傷

状況によって、地震時の傾斜はもっと大きかっ

たと予想されるような場合は、被害ランクにも

反映してください。 

・具体的には、建具がゆがんでいたり、窓ガラ

スにひび割れが入っているような場合は、傾斜

がＡランク相当だったとしても、Ｂランクと判

定してください。 

・建具のはずれ、ガラスが割れて落ちてる場合

はＣランク、と判定してください。 



スライド 35 

・地震後の残留変形を意図している

建物上部が
傾斜

建物全体が
不同沈下

○木造建築物の傾斜の考え方

d

h

・１ 一見して危険
・ ②不同沈下
・ ④建築物の傾斜

どれで扱っても可

④建築物の傾斜

 

 

・建築物の傾斜の考え方を模式図で示していま

す。 

・左の図は、建築物の一部が傾斜している場合

ですが、この場合は④建築物の傾斜の項目で、

建築物の１階の傾斜具合を判定し、ランクを記

載します。 

・右の図のように建物全体が不同沈下している

場合は、一見して危険とするか、不同沈下の項

目とするか、建築物の傾斜とするか、いずれ

か、わかりやすい項目で判定してください。 

・一見して危険と判断すれば、その時点で判定

自体が終了となります。 

スライド 36 

Ａランク：ひび割れがないあるいは僅かなひび割れ
Ｂランク：仕上材に大きな亀裂や破壊、剥落などの

破損
Ｃランク：壁全体にわたって大きな亀裂や破壊、

剥落躯体の損傷が明瞭

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．８

・外壁か内壁で被害の大きい方を判定
・外観調査のみの場合は、外壁を判定

2.10 壁の被害

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度

ＣランクＢランクＡランク

⑤壁の被害 １．軽微なひび割れ ２．大きな亀裂、剥落 ３．落下の危険有り

 

 

・⑤壁の被害について説明します。 

・壁の被害状況は、外壁、内壁の、被害の大き

い方で判定します。 

・ただし、外観調査のみ実施する場合は、外壁

で判定します。 

・仕上げ材に大きな亀裂や破壊、また一部の剥

落（はくらく）などが見られる場合は、Ｂラン

クと判定します。 

・壁全体にわたって大きな亀裂や破損があり、

剥落の危険性があるようなものは、Ｃランクと

なります。 

スライド 37 

外壁の被害（Ｂランク）

 

 

・Ｂランクとは、仕上材に大きな亀裂や破壊、

剥落などの破損なので、この写真は窓の角から

斜めにひびが入っているので、仕上げ材に大き

な亀裂や破壊と判断し、Ｂランクと判定しま

す。 



スライド 38 

外壁の被害（Ｃランク）

 

 

・Ｃランクとは、壁全体にわたって大きな亀裂

や破壊、剥落躯体の損傷が明瞭なことなので、

この写真は壁全体にわたって大きく剥落してお

り、Ｃランクとなります。 

・このほか、亀裂や破壊などで、躯体の損傷が

明らかな場合もＣランクとなります。 

 

スライド 39 

※ 地震被害のない建築物（他の判定項目が全てＡランク）
→ 腐食・蟻害の有無のみでＢランクまたはＣランクとする

必要はない

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．８

・腐食等により土台や１階の柱等の断面が欠損して
いるかどうかを判断

・壁体内の結露により、腐朽する例が多く見られる
・外装材などにより目視できない場合は、省略可能

2.11 腐食・蟻害の有無

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度

ＣランクＢランクＡランク

⑥腐食・蟻害の有無 １．ほとんど無し ２．一部の断面欠損 ３．著しい断面欠損

 

 

・調査２最後の項目、⑥腐食・蟻害の有無につ

いて説明します。 

・ここでは、土台の腐食度合について判定しま

す。 

・外装材に損傷がなく、見えない時は、この調

査は省略してください。 

・腐食が進んで、柱・土台に欠損があるか否か

で判断します。 

・これまでの５つの判定項目がすべてＡランク

の場合、⑥腐食度合が、Ｂランク、又はＣラン

クとなったとしても、この項目だけで、Ｂ・Ｃ

と判定する必要はありません。 

・腐食等があっても、地震による被害ではない

という判断になります。 

スライド 40 

下地材の腐食（Ｂランク）

 

 

・この写真は、下地材に部分的に腐食が見られ

るためＢランクとなります。 

 

 



スライド 41 

土台、柱の腐朽（Ｃランク）

 

 

・この写真は、いちじるしい腐食で柱がずれて

おり、Ｃランクと判定します。 

 

 

スライド 42 

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度

①隣接建築物・周辺地盤の破壊
による危険

ＣランクＢランクＡランク

１．危険無し ２．不明確

１．調査済み
全部Ａランクの場合（要
内観調査）

２．要注意
Ｂランクの１以上ある場
合

３．危険
Ｃランクの１以上ある場
合

３．危険あり

②構造体の不同沈下

③基礎の被害

１．１／60以下 ２．1／60～1／20 ３．1／20超④建築物の１階の傾斜

⑤壁の被害

⑥腐食・蟻害の有無

危険度の判定

１．無し又は軽微 ２．著しい床、屋根の落ち込
み、浮き上がり

３．小屋組の破壊、床全体の
沈下

１．無被害 ２．部分的 ３．著しい（破壊あり）

１．軽微なひび割れ ２．大きな亀裂、剥落 ３．落下の危険有り

１．ほとんど無し ２．一部の断面欠損 ３．著しい断面欠損

①～⑥のＡ～Ｃランクの数で判定
「1.調査済」 ：全部Ａランクの場合
「2.要注意」 ：Ｂランクが１以上ある場合
「3.危 険」 ：Ｃランクが１以上ある場合

 

 

・調査２は、今説明してきた６項目の判定で終

了です。 

・すべての判定が終了したら、調査２について

の危険度を判定します。 

・６項目すべてＡランクの場合は 「調査済」 

・Ｂランクが１以上ある場合は 「要注意」 

・Ｃランクが１以上ある場合は 「危険」 

と判定します。 

・危険度の判定基準は、木造、ＲＣ造、鉄骨造

で異なるので注意してください。 

スライド 43 

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度

Ａランク Ｂランク Ｃランク

②窓枠・窓ガラス

③外装材 湿式の場合

⑤看板・機器類

⑥屋外階段

⑦その他（ ）

①瓦

危険度の判定 1.調査済
全部Ａランクの場合

1.安全

1.傾斜無し

1.ほとんど無被害

1.ほとんど無被害

1.傾斜無し

2.著しいずれ

2.部分的なひび割れ、隙間

2.要注意

2.わずかな傾斜

2.わずかな傾斜

2.歪み、ひび割れ

3.全面的にずれ、破損

3.落下の危険有り

3.明瞭な傾斜

3.顕著なひび割れ、剥離

3.落下の危険有り

3.危険

判定

①

③

②

⑤

④

⑦

2.要注意
Ｂランクが1以上ある場
合

3.危険
Ｃランクが1以上ある場
合

1.ほとんど無被害

④外装材 乾式の場合 2.板に隙間が見られる 3.顕著な目地ずれ、板破壊1.目地の亀裂態度

⑥

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度の判定

→ 全構造共通の記入方法、考え方

→ ①瓦は、木造のみ

 

 

・３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度

の考え方は、３構造共通です。 

・調査２が終わりましたら、次に、調査３ 落

下危険物・転倒危険物に関する危険度の判定を

行います。 

・調査３は、いわゆる“非構造部材”の危険度を

判定するものになります。 

・①から⑦まで７項目あり、あてはまるものが

あれば調査します。 

・調査項目は、①瓦(かわら)、②窓枠・窓ガラ

ス、③④外装材、屋根材、⑤看板・機器類など

の落下物、⑥屋外階段、となります。 



スライド 44 

・窓ガラスや屋根材等の落下物、ブロック塀等の
転倒物による危険性を判定

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．８

2.12 落下危険物・転倒危険物の判定基準

・対象となる危険物が調査表にない場合、
「⑦その他」に記入
（ブロック塀、自動販売機、バルコニー、煙突等）

 

 

・ブロック塀など判定する危険物が調査票にな

い場合は、⑦「その他」の欄に記入してくださ

い。 

・煙突がおれかけているなどもこちらになりま

す。 

 

 

スライド 45 

Ａランク ・明らかに危険性がないと考えられる場合

・被害の危険性が相対的に低い場合
・予測される被害が比較的軽い場合

・既に被害が生じていて、余震により類似の窓ガ
ラス損傷や同種の転倒物の危険性が高い場合

・既に傾いていたり、支持するものが壊れてい
て、落下転倒の危険性が高い場合
・各項目の記述事項と異なるが、落下転倒の
危険性が高い場合

危険度

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．８

2.12 落下危険物・転倒危険物の判定基準

Ｂランク

Ｃランク

内 容

 

 

・判定基準をまとめて説明します。 

・窓ガラスや屋根材等が、落下や転倒する危険

がある状況か否かを、目視で判定します。 

・危険が無いと考えられる場合はＡランク、予

測される被害が比較的軽い場合や、余震で危険

性が高まる可能性はあるが、今は大丈夫な場合

はＢランク、今にも落ちたり倒れそうな危ない

状態になっている場合にはＣランクと判定しま

す。 

・なお、既に落下してしまっているものや倒れ

てしまっているものは、新たな危害を発生させ

る恐れがないので、危険と判定する必要はあり

ません。 

スライド 46 

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．９

瓦のズレや破損などの被害状況により判定

2.13 瓦の被害

Ａランク Ｂランク Ｃランク

①瓦 1.ほとんど無被害 2.著しいずれ 3.全面的にずれ、破損 ①

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度

 

 

・瓦の被害は、木造のみとなります。 

・項目ごとに説明していきます。 

・瓦の被害について。北海道にはあまり事例が

ないと思いますが、応援で本州の災害地に行く

こともありますので説明します。 

 

 

 



スライド 47 

屋根瓦の落下・損傷 （Ｂランク）

 

 

・屋根瓦の落下・損傷（部分的な損傷、落下）

について説明します。 

・この写真は、瓦がずれて落ちている写真です

が、部分的なものはＢランク、全面的なずれは

Ｃランクで判定します。 

 

 

スライド 48 

棟瓦のずれ・損傷（Ｃランク）

 

 

・この写真は、全面的に落ちかけているため、

Ｃランクと判定します。 

 

 

スライド 49 

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．９

窓枠の歪み、窓ガラスのひびや割れなどの被害状
況により判定

2.14 窓枠・窓ガラスの被害

Ａランク Ｂランク Ｃランク

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度

②窓枠・窓ガラス 1.ほとんど無被害 2.歪み、ひび割れ 3.落下の危険有り ②

 

 

・窓枠・窓ガラスの被害について説明します。 

・窓枠の歪み、窓ガラスのひびや割れなどの被

害状況により判定します。 

 

 

 

 



スライド 50 

窓枠の歪み（Ｂランク）

 

 

・窓枠にひずみや、ひび割れがある場合はＢラ

ンク、落下の危険がある場合はＣランクと判定

します。 

・この写真は、正面の窓について、歪があるた

めＢランクの判定です。 

スライド 51 

玄関戸の歪み（Ｂランク）

 

 

・この写真も、床に少し隙間がありますが、枠

が歪んでいるためＢランクと判定します。 

・建具が外れたり、ガラスが割れて破片が落ち

てくる等の危険性があるか否かで判断します。 

スライド 52 

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．９，１０

土壁や漆喰壁、モルタル壁等の塗り壁、タイル張り
壁の被害状況により判定

2.15 外装材（湿式の場合）の被害

2.16 外装材（乾式の場合）の被害

木板や金属板、サイディング、石膏ボード、下見板、
羽目板合板などの被害状況により判定

Ａランク Ｂランク Ｃランク

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度

③外装材 湿式の場合 2.部分的なひび割れ、隙間 3.顕著なひび割れ、剥離 ③

④

1.ほとんど無被害

④外装材 乾式の場合 2.板に隙間が見られる 3.顕著な目地ずれ、板破壊1.目地の亀裂態度

 

 

・外装材の被害の判定は、タイル張りなどの湿

式と、サイディングなどの乾式で、③、④と項

目が分かれます。 



スライド 53 

モルタル壁の剥落（Ｂランク）

 

 

・この写真は、モルタル壁の剥落で、部分的な

のでＢランクで判定します。 

 

 

 

 

スライド 54 

土壁の剥落（Ｃランク）

 

 

・この写真は、全面的に剥落しており、通行者

などにも危険を及ぼす可能性があるので、危険

度が高いと判断してＣランクで判定します。 

 

 

スライド 55 

サイディングの損傷（Ｂランク）

 

 

・この写真は、サイディングがずれたもので隙

間ができた程度なのでＢランクで判定します。 

 

 



スライド 56 

サイディングの落下危険（Ｃランク）

 

 

・この写真は、今にもサイディングが落ちそう

なのでＣランクで判定します。 

 

 

スライド 57 

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．１０

2.17 看板・機器類の被害

2.18 屋外階段の被害

看板やウインドクーラー、屋上タンクなど、固定され
ている機器の落下、転倒の危険を判定

屋外階段の転倒の危険性を判定

Ａランク Ｂランク Ｃランク

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度

⑤看板・機器類

⑥屋外階段 1.傾斜無し

1.傾斜無し 2.わずかな傾斜

2.わずかな傾斜

3.落下の危険有り

3.明瞭な傾斜

⑤

⑥

 

 

・⑤、⑥は、看板・機器類と屋外階段の被害判

定です。 

・傾斜がありずれていればＢランク、落下の危

険があるものなどはＣランクとなります。 

 

 

 

スライド 58 

エアコン室外機の落下危険（Ｃランク）

 

 

・この写真は、エアコンの室外機が今にも落ち

そうなので、Ｃランクで判定します。 

 

 

 



スライド 59 

屋外階段の傾斜（Ｃランク）

 

 

・こちらの屋外階段は、建物自体も危険です

が、階段も倒れる危険性があり、危険と判断し

てＣランクで判定します。 

 

 

 

スライド 60 

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．１１

ブロック塀や自動販売機、バルコニー、煙突などの
転倒、落下の危険性を判定

2.19 その他の被害

Ａランク Ｂランク Ｃランク

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度

⑦その他（ブロック塀） 1.安全 2.要注意 3.危険 ⑦ブロック塀

 

 

・リストにないものは⑦その他に記載してくだ

さい。 

・その他に記載するものは、ブロック塀、バル

コニー、煙突などがあげられます。 

・2018年6月に発生した、大阪府北部地震で

は、ブロック塀の転倒により登校途中の小学生

が下敷きになり亡くなられた痛ましい事故があ

りました。 

・応急危険度判定の際には、そういう建物本体

ではない部分についても危険度を判定し、「⑦

その他」の欄に判定結果を記載するようにして

ください。 

スライド 61 

ブロック塀の傾斜（Ｃランク）

 

 

・ブロック塀の写真ですが、この写真のような

状況であれば倒れそうということでＣランクと

判定します。 

 

 



スライド 62 

煙突の倒壊（Ｃランク）

 

 

・この写真は、煙突が折れて今にも倒れそうで

あり、Ｃランクと判定します。 

 

 

スライド 63 

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度

Ａランク Ｂランク Ｃランク

②窓枠・窓ガラス

③外装材 湿式の場合

⑤看板・機器類

⑥屋外階段

⑦その他（ ブロック塀）

①瓦

危険度の判定 1.調査済
全部Ａランクの場合

1.安全

1.傾斜無し

1.ほとんど無被害

1.ほとんど無被害

1.傾斜無し

2.著しいずれ

2.部分的なひび割れ、隙間

2.要注意

2.わずかな傾斜

2.わずかな傾斜

2.歪み、ひび割れ

3.全面的にずれ、破損

3.落下の危険有り

3.明瞭な傾斜

3.顕著なひび割れ、剥離

3.落下の危険有り

3.危険

2.要注意
Ｂランクが1以上ある場
合

3.危険
Ｃランクが1以上ある場
合

1.ほとんど無被害

④外装材 乾式の場合 2.板に隙間が見られる 3.顕著な目地ずれ、板破壊1.目地の亀裂態度

①～⑦のＡ～Ｃランクの数で判定
「1.調査済」 ：全部Ａランクの場合
「2.要注意」 ：Ｂランクが１以上ある場合
「3.危 険」 ：Ｃランクが１以上ある場合

 

 

・以上で調査３の判定は終了となります。 

・①から⑦までの項目の判定結果で、調査３に

ついての危険度を判定します。 

・これも、調査２同様、すべてＡランクの場合

は 「調査済み」 

 Ｂランクが１以上ある場合は 「要注意」 

 Ｃランクが１以上ある場合は 「危険」 と

判定します。 

スライド 64 

総合判定 （調査の１で危険と判定された場合は危険、それ以外は調査の２と３の大きい方の危険度で判
定する。）

１．調査済（緑） ２．要注意（黄） ３．危険（赤）

コメント（構造躯体等が危険か、落下物等が危険かなどを記入する。）

総合判定

総合判定、コメント欄の記入

→ 全構造共通の記入方法、考え方

 

 

・これで調査１から３まですべての調査が終了

したので、これらをもとに、建築物の総合的な

危険度を判定します。 

 

 

 



スライド 65 

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．１１

一見して危険と判定される場合以外は、「２ 隣接建
築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度」と
「３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度」を比
較して危険度の高い方で判定

2.20 総合判定

総合判定 （調査の１で危険と判定された場合は危険、それ以外は調査の２と３の大きい方の危険度で判
定する。）

１．調査済（緑） ２．要注意（黄） ３．危険（赤）

３ 落下危険物・転倒危険物に関する危険度 危険度の判定 ３．危険

２ 隣接建築物・周辺地盤等及び構造躯体に関する危険度 ３．危険危険度の判定

１ 一見して危険と判定される 該当なし

 

 

・総合判定の考え方は、３構造で共通です。 

・総合判定では、調査１「一見して危険と判定

される」場合は、調査１のみで「危険」と総合

判定して終了になります。 

・調査２以降に進んだ場合は、調査２の危険度 

と 調査３の危険度を比較して、危険度の高い

方で判定します。 

・仮に調査２の危険度が「調査済」であって

も、調査３の落下等の険度が「危険」であれ

ば、危険度が高い方で総合判定を行うので、総

合判定は「危険」となります。 

スライド 66 

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査 Ｐ．１１

・構造躯体が危険なのか、落下物・転倒物が危険な
のか、読んだ人が判断できるように記入

・コメント欄は、判定ステッカーの注記欄と同じ内容
・立ち入り注意する範囲や安全への配慮も記入
・積雪荷重による危険性が予想される場合も記入

2.21 コメント欄の記入要領

コメント（構造躯体等が危険か、落下物等が危険かなどを記入する。）

１階の柱の傾斜が大きく、外壁が落下する恐れがあり危険です。
余震により建物やブロック塀が倒壊する恐れがあります。

 

 

・最後に、調査票の一番下の、コメント欄に、

何がどう危険なのか、判定結果を読んだ人が具

体的に判断できるように記入してください。 

・判定ステッカーの注記欄にも、このコメント

欄に記載する内容と同じものを記載します。 

・判定ステッカーは、実際に現場に貼り付ける

ステッカーのことで、これによって、ステッカ

ーを見た持ち主や近隣の方が、具体的に何が危

険か把握することができます。 

スライド 67 

建築物の傾斜 ： 建築物の高さと同じ範囲
落下危険物 ： 地上から危険物がある高さの1/2
転倒危険物 ： 対象物の高さと同じ範囲

「隣接する建築物が倒れ込む恐れがあり危険です」

「建築物が傾斜しており倒壊の危険があります」

「基礎の破壊により建物全体が沈下しており要注意」

「ブロック塀が傾斜しており危険です」

「屋外看板が落ちかけており危険です」

「屋根上の積雪により建物が倒壊する危険性あり」

○ 立ち入りを注意する範囲の目安

○ コメントの記入例

 

 

・コメントの記入例です。 

 「隣接する建築物が倒れこむ恐れがあり危

険」、「屋外看板が落ちかけていて危険」等で

す。 



スライド 68 

● 落下危険物シールを判定ステッカー上部に貼付

判定ステッカーの運用について

● 判定ステッカー注記欄等に判定根拠の選択肢

落下物・転倒物に関する危険度がＢ又はＣの場合
近づかなくとも危険性がわかるようシールを貼付

注記欄等を円滑に記載するため、建物倒壊や落
下・転倒物等の危険度チェックがあらかじめ印刷
されている場合あり

 

 

・判定ステッカーの運用について説明いたしま

す。 

・判定ステッカーは、判定の結果や危険な部分

が見た方に伝わるようにして、現場に貼る必要

があります。 

・特に落下物等についての注意喚起や、「危

険」や「要注意」と判断された際には、その根

拠について解るようにしておくことが重要で

す。 

スライド 69 

応急危険度判定結果

危 険
ＵＮＳＡＦＥ

◆この建築物に立ち入ることは危険です。
◆立ち入る場合は専門家に相談し、応急措置を行っ

た後にして下さい。

注記：

災害対策本部 電話 －

整理番号

建築物名称

判定日時 月 日 午前・午後 時現在

応急危険度判定結果

要注意
ＬＩＭＩＴＥＤ ＥＮＴＲＹ

建築物名称

注記：

災害対策本部 電話 －

整理番号

判定日時 月 日 午前・午後 時現在

◆この建築物に立ち入る場合は十分注意して下さい。
◆応急的に補強する場合には専門家にご相談下さい。

● 落下危険物シールを判定ステッカー上部に貼付

 

 

・例えば、落下物・転倒物に関する危険度がＢ

又はＣの場合は、判定ステッカーの上部にシー

ルを貼付するなどして、近づかなくとも危険性

が解るようにするなどの工夫をする必要があり

ます。 

 

 

 

スライド 70 

● 判定ステッカー注記欄等に判定根拠の選択肢

があらかじめ印刷されている場合あり

応急危険度判定結果

危 険
ＵＮＳＡＦＥ

◆この建築物に立ち入ることは危険です。
◆立ち入る場合は専門家に相談し、応急措置を行っ

た後にして下さい。

注記：

災害対策本部 電話 －

整理番号

建築物名称

判定日時 月 日 午前・午後 時現在

建築物の倒壊 危険・注意・調査済

煙突・外装材などの落下 危険・注意・調査済

塀などの転倒 危険・注意・調査済

応急危険度判定結果

要注意
ＬＩＭＩＴＥＤ ＥＮＴＲＹ

建築物名称

注記：

災害対策本部 電話 －

整理番号

判定日時 月 日 午前・午後 時現在

◆この建築物に立ち入る場合は十分注意して下さい。
◆応急的に補強する場合には専門家にご相談下さい。

建築物の倒壊 危険・注意・調査済

塀などの転倒 危険・注意・調査済

煙突・外装材などの落下 危険・注意・調査済

 

 

・判定ステッカーの注記欄に判定根拠の選択肢

がある場合は、その中から選択して丸を付けて

ください。 

・選択肢が印刷されていない場合は、その根拠

が解るように記入をするようにしてください。 

 

 



スライド 71 

・各項目の調査結果を数
字で転記

・調査の都度または本部
に帰ってから整理

最終的に記入されている
ように

ｃ

第２章 木造建築物の応急危険度判定調査

 

 

・最後に、調査票のまとめとして集計欄の記入

を行います。 

・集計欄は、調査終了後実施本部に戻ってきて

から記載します。 

・書き方は、調査票各項目の調査結果を転記す

る形になります。 

・実施本部が判定結果を集計する際に、チェッ

クしやすくし、集計ミスを防ぐのが目的です。 

・以上で木造建築物の判定方法の説明は終了と

なります。 

  

 


